
◎リポジトリのあゆみ

・2007年10月30日 第1回附属図書館問題「機関リポジトリワーキンググループ」会議開催

・2008年 3月11日 滋賀大学経営戦略会議で、「機関リポジトリワーキンググループ」報告が承認

・2008年 7月 3日 滋賀大学学術情報リポジトリ構築委員会で、リポジトリ構築が全学的合意

・2009年 2月27日 リポジトリシステム導入

・2009年 3月30日 試験公開

・2009年 7月10日 正式公開

・2010年 4月 2日 利用者統計情報の公開

◎コンテンツの特色 『環 境』 『リスク』 『近江商人研究』 『地域教育』

☆リポジトリ登録件数（2012年4月末現在） メタデータ数：8,465件、 全文データ数：5,151件

【利用統計（期間：2011年4月～2012年3月) ダウンロード数 ランキング ベスト３ 】

１．条件附採用期間にある教員の身分保障をめぐる法的問題「滋賀大学教育学部紀要Ⅱ 人文・社会科学 第59号 2009年」 5,350件

２．カンパニー制の意義と課題 滋賀大学経済学部研究年報, 4, pp. 89-106 1997年 1,667件

3. 戦後直後の社会科教科書『近代日本の教科書のあゆみ－明治期から現代まで－(ｻﾝﾗｲｽﾞ出版)2006年』 1,442件

◎2012年度の取り組み
・滋賀大学中期計画「学術情報リポジトリの充実」に基づき、２０１２年度計画「学術情報リポジトリの充実について

計画立案する」 の着実な実行

・研究者へのリポジトリ広報（リポジトリの周知、啓蒙と電子化公開許諾の推進）

・コンテンツ電子化作業（紀要、科研報告書、学内編集出版図書等）
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